
地域と臨床倫理

－東海臨床倫理研究会の小さな挑戦－

東海臨床倫理研究会 世話人 明石惠子

（名古屋市立大学 特任教授）



設立経緯

2009年5月 東海救急看護研究会発足

• 救急医療現場の倫理的問題について事例を通して学
び、質の高い実践につなげる

• 2014年3月までの5年間で14回の研究会を開催

• 参加者：救急看護師、医師、救急救命士600人余

2014年4月 東海臨床倫理研究会に改称

• 認知症ケアや看取りなど扱う倫理的問題を広げる

• 多職種による議論を行い、実践に活かす

• 当初は専門看護師勉強会と共催



活動目的

誰でも気軽に参加できる地域の研究会

• 保健・医療・福祉の現場で生じやすい倫理課題につい
て事例をもとに多職種で考え、より良い実践につながる
視点や対応のヒントを学ぶ

日本臨床倫理学会を介した活動の拡大

• 2015年～ 倫理コンサルテーション担当

• 2020年3月 臨床倫理登録地域 認定

• 2025年10月 域臨床倫理活動助成 採択



メンバー

明石惠子（名古屋市立大学）

澤田美和（名古屋市立大学）

丸谷幸子（名古屋市立大学病院）

若山朋代（名古屋大学病院）

勝浪優子（京都岡本記念病院）

竹内美千代（名古屋ハートセンター）

顧問：稲葉一人



活動の概要

第1回研究会（2014年） 第10回研究会（2022年） 第14回事例検討会（2025年）



倫理的課題を感じる事例の検討

研究会

• 年1回開催（6月）：13回開催／のべ参加者数628名

• 定員50名程度

事例検討会

• 年3回開催（8月、11月、2月）：15回開催／のべ参加者数230名

• 定員15名程度

日本臨床倫理学会ワークショップ（倫理コンサルテーション）

• ほぼ毎年担当：10回開催

Googleグループ
Googleフォーム

⇓
事例等を送付



開催方法

研究会

5分：導入

20分：事例紹介･質疑応答

40分：グループワーク/事例検討

10分：グループ発表･全体討論

10分：講評

5分：まとめ

事例検討会

5分：導入

20分：事例紹介･質疑応答

50分：事例検討

10分：講評

5分：まとめ

4分割表を用いた議論
ステップ1（分析）：問題点の列挙
ステップ2（検討）：疑問の検討、必要な資料や情報の確認
ステップ3（対応）：実施可能な具体的対応の検討



参加者の職種

研究会（628名） 事例検討会（230名）

看護師

66%

医師

7%

教員

20%

その他

7%

看護師

49%
医師

14%

教員

24%

その他

13%



研究会の開催実績：13回（628名）

開催年月 事例名 参加者数

第13回 2025年6月 心肺停止から蘇生した患者の治療の差し控え 36

第12回 2024年6月 血縁関係のない家族との間で治療方針決定に難渋した事例 41

第11回 2023年6月 重篤な外国籍患者の倫理的問題 39

第10回 2022年6月 脳腫瘍術後患者における気管切開の説明と理解について 39

第9回 2021年6月 遷延性意識障害患者の気管切開に対する倫理的視点 47

第8回 2020年6月 新型コロナウィルス感染症事例に対する臨床倫理的視点 49

第7回 2019年6月 自殺企図患者の治療方針決定場面での倫理的問題 54

: ：

第1回 2014年7月 護っていますか？ 救急場面での子どもの人権 48



事例検討会の開催実績：15回（230名）

開催年月 事例名 参加者数

第15回 2026年2月 過剰な治療請求をする家族 15

第14回 2025年11月 宗教信仰者である患者の意向に反して家族の意向で輸血・手術を行った事例 14

第13回 2025年8月 先天性他系疾患の乳幼児への気管切開術の両親同意拒否 17

第12回 2025年2月 母親不同意の未成年妊娠・出産事例 10

第11回 2024年11月 ガン告知後に自殺し、命を取り留めた患者のガン治療の是非 9

第10回 2024年8月 意思決定能力が低下した精神疾患患者が医療行為を明示的に拒否した事例 14

第9回 2024年2月 超高齢患者の治療選択（本人と家族の意向の相違） 16

： ：

第1回 2021年10月 本人の希望（事前意思表明書の内容）と医師の判断との間に相違がある事例 18



日本臨床倫理学会ワークショップ：10回

開催年 事例名

2026年 心肺停止から蘇生した患者の治療の差し控え

2025年 病名告知後の自殺未遂患者におけるがん治療の是非

2024年 重篤な外国籍患者の倫理的問題：外国人の意思決定支援

2022年 家族背景による代理意思決定への影響を考慮して倫理委員会で治療方法が決定された事例

2020年 終末期小児の治療決定について多職種間で意見の相違が生じた事例

2019年 重度低酸素脳症患者の治療撤退に関する倫理的課題

2018年 予後不良な乳児への集中治療継続をめぐる葛藤

2017年 要介護高齢患者の集中治療継続の是非をめぐる苦悩

2016年 自殺企図による蘇生後脳症患者の治療方針

2015年 高齢者と救急医療：誤嚥性肺炎によって救急搬送された施設入所中の認知症患者



検討事例に通底する倫理的課題

意思決定能力
の不確実性

• 判断能力評価の
難しさ

• 揺らぐ意思

• 推定意思 vs 最
善利益

• 医療者のパター
ナリズム

生命維持治療
の限界

• 「救命」と「苦痛回
避」

• QOL評価の主観
性

• 医療の目的の再
認識

本人家族･医療
者の価値対立

• 家族概念の変容

• 代理意思決定の
限界

• 法的正当性と倫
理的納得のずれ

社会的脆弱性

• 権利擁護

• スティグマ（偏見）

• 社会制度との接
点

本人の意思を
どう扱うか？

生きることの
意味は？

誰の声を
優先するか？

文化･社会背景
社会資源は？



検討事例における倫理的推論 澤田美和,他：地域で開催された多職種臨
床倫理事例検討会における倫理的推論の
視点．臨床倫理,13:37-46,2025より引用

大カテゴリー カテゴリー

治療選択におけ
る不確実性の
認識

不確実性の高い治療選択における経過予測

不確実性の高い治療選択の比較と葛藤

法的・ガイドライン参照による治療適応の検討

治療に伴う苦痛
への危惧

治療に伴う苦痛の考慮

患者・家族に対する支援不足の指摘

社会生活の困難さの考慮

丁寧な共同意
思決定プロセス
の模索

患者の理解力・判断能力の検討

患者の気持ちの尊重

患者の価値観・推定意思の探求

医療者の価値観の検討

ALSの急激な進行により
呼吸不全をきたした患者

の意思決定支援

妊娠初期で自己免疫性
脳炎を発症した患者の妊

娠中絶術の可否

慢性心不全末期患者の
心臓移植に関する本人と
家族の意向の対立

検討事例（2022年2-9月）



活動に関するアンケート結果
からみる本研究会の特徴

開催案内送付者270名にWebアンケートを依頼



回答者の概要 n=25

看護師

64%

医師

12%

教員

16%

その他

8%

職種

1-2回

44%

3-5回

24%

6-10回

20%

11回以

参加回数

事例提供経験あり：5名（20%） 
ファシリテーター経験あり：9名（36%）



臨床倫理に関する活動 n=25

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

所属施設の臨床倫理委員会

所属施設での倫理カンファや倫理コンサルの開催

所属施設での倫理カンファや倫理コンサルへの参加

所属施設の職員や学生への臨床倫理に関する教育

所属施設以外での臨床倫理に関する教育

地域における臨床倫理に関する主体的な活動

その他：学会における発表

臨床倫理に関する活動は実施したことがない



参加理由

臨床倫理を学ぶ

知識や思考力を高める

多様な視点や他施設の経験

自施設の実践や教育に活かす

個人的関心・研究テーマ

学びの内容

多様な視点から事例を考える力

倫理的思考の方法

事例検討やファシリテーション

法的視点の理解

自施設での実践への応用



改善点

参加者の広がり

事例提供者の偏り

開催予定の早期告知

ディスカッションの深まり

技術面（オンライン）

要望等

開催形式

開催日程

情報共有

活動の発展

感謝・継続希望



東海臨床倫理研究会の価値

地域の多職種が安
心して対話できる場

臨床現場のリアルな
倫理課題を共有

実践と教育をつなぐ
学びの場

小さな対話の積み重ねが
地域の臨床倫理を育てる

課題：参加者の広がり
情報の周知
オンライン環境



ご清聴いただきありがとうございます

HPをご覧いただけますと幸いです
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